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第１試合　９：３０～Ａコート大会１日目

群馬県 東京都

平成２３年　８月２０日（土） ひたちなか市総合運動公園総合体育館
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　　記入者 ： 森下　佑介

少年男子

コーチ
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一色　渉（茨城）

第１P
両チームともマンツーマンディフェンスで始まり、互いに静かな立ち上がりでゲームが進んでいく。東京は、＃５伊藤のインサイドプレーを軸にオフェンスを組立
てていく。群馬も＃９加久保のインサイドプレーや＃７船井のドライブから得点を重ねていき、２４－１８で群馬が６点リードで終わる。
第２P
東京は、ヘルプの意識を強め群馬のドライブを封じながら、オフェンスでは＃９平川の３Pシュートやドライブからの合わせ、スクリーンプレーなどの連携プレー
で流れを掴んでいく。対して、群馬はファウルがかさみ苦しい状況だが、＃１０清水のドライブなどを中心に応戦し、３７－４３で東京が逆転し、６点リードで前半
を折り返す。
第３P
東京は、序盤から順調に得点を重ねて流れを離さない。群馬は、オールコートの速い展開と激しいディフェンスで徐々に追いついていき、残り３分で５３－５４と
１点差まで詰め寄った所で、東京はたまらずタイムアウトを取る。その後は、互いに譲らない攻防が続き６３－６４と互角の勝負で終わる。
第４P
両チームとも残り４分まで得点の取り合いが続くなか、群馬がタイムアウトを取る。タイムアウト後、群馬は＃７船井のリバウンドからのバスケットカウントを皮切
りに＃５小町の３Pシュートなどで流れを掴み逆転に成功する。対して、東京も＃１２寺田がリバウンドを積極的に取りに行き、＃５伊藤がゴール下のシュートを
確実に決めていくなど群馬に食いついていくが、流れは変わらず９０－８１で群馬が勝利を飾った。
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【少年男子】＜１回戦＞

第６６回国民体育大会関東ブロック大会 バスケットボール競技
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